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不審アクセス4.4万件　暗号化ソフトの欠陥標的

　世界中で広く使われている暗号化ソフト「オープンＳＳＬ」に深刻な欠陥が見つかった問題で、警

察庁は15日、この欠陥を標的にしたとみられる不審なアクセスを４万4534件検知したと発表した。

　９日に初めて検知し、15日午前10時までの数字をまとめた。実害は判明していない。

　オープンＳＳＬは、銀行やインターネットショッピングなどのサイトで使われることが多く、サー

バーに保管されているパスワードやクレジットカード情報が盗まれる危険がある。

　アクセスは断続的に検知され、12日午前３時台に5088件、15日午前９時台に4200件、14日午後

０時台に4142件など、集中する時間帯もあった。

　警察庁によると、サーバーの管理者が欠陥がないバージョンに修正すれば被害は防げるとい

う。
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